
第５学年 国語科学習指導案 
指導者 ５年 1 組 白川 治  

 
１．日時   平成 2７年 5 月 29 日（金）６校時（校内研） 6 月 10 日（水）5 校時（教育課程） 
            
２．場所   5 年 1 組 教室 
 
３．単元名  様々な資料を読み、交流して考えを深めよう ～私たちの町川崎を考える～ 
４．単元の目標 
 ○様々な資料を読んで考えたことを発表しあい、それぞれ考えたことが、どのように共通していたり

相違したりしているのかなどを明らかにしながら自分の考えを広げたり深めたりすることができる。 
 指導事項「C 読むこと」 
   イ 目的に応じて、本や文章を比べて読むなど効果的な読み方を工夫すること。 
   オ 本や文章を読んで考えたことを発表しあい、自分の考えを広げたり深めたりすること。 
 言語活動 
   様々な資料を読んでこれからの川崎のあり方について考えたことを友達と交流し、自分の考えを

もつ。 
 
５．単元の評価規準 

国語への関心・意欲・態度 読む能力 言語についての知識・理解・技能 

様々な資料を比べて読んだ

り、交流したりすることで様々

な違いや共通性があることに

気づき、進んで読もうとしたり

交流を通して考えを深めよう

としたりしている。 

新聞や雑誌、インターネット

などの様々なメディアを比べ

て読んだり、多読したりしなが

ら自分の考えの根拠としてい

る。（イ） 
様々な資料を読んで、これか

らの川崎のあり方について考

えたこと感じたことを発表し

あい、意見交流を通して自分の

考えを広げ、深めている。（オ） 

文や文章には、書き手の伝え

たいことによっていろいろな

構成がされていることを理解

している。イ（キ） 

 
６．児童の実態 
 （１）「読むこと」について 
  5 年生になって国語の学習として物語文を２作品（『あめだま』『なまえつけてよ』）、交流タイムで新

聞の記事やインターネットなどの文章をいくつか読んできた。それらの学習から見えてきたこととし

て、物語文での登場人物の気持ちや、心情の移り変わりに関しては比較的多くの児童が読み取れる。

また、自分の考えの根拠を文章中の叙述から探し、「○○ということは、～ということ。」と自分なり

に叙述を解釈し置き換えることができる。しかし、同じテーマに対して様々な書き方、様々な立場で

書かれた文章に対しては、読み比べたり関連させて読んだりすることができず、多くの資料があって

も限られた資料にしか目がいかない児童が多い。そのため、自分の考えの根拠となる資料が少なく説

得力に欠け、質問されたり反対されたりしたときに答えられないことがある。また、物語と違い、新
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聞の記事やコラムなど書き手の意図が大きく影響する文章や、事実を客観的に書いた文章に対しては

読み取ることはできてもそれに対して自分の考えをもつことができない児童が多い。 
  現在の読む力としては、全体的な傾向として物語のように叙述をもとに想像しながら自分なりに解

釈していく読み方は得意だが、事実と意見の違いや、段落の意味、段落相互の関係についてはほとん

ど理解できず一人では読み取ることが難しい児童もいる。読む力についてはかなり個人差がある。 
 
 （２）交流について 
  交流することが好きで「もっと交流したい。」という声が聞かれる。交流タイムでは時間が足りず、

国語の時間を使って続きを行うこともある。 
4 月当初から交流することの良さやねらいについて説明し、交流タイムで「ミニミニフリートーク」

という活動を行ってきた。はじめは自分の考えをもちやすいように 2 項対立になるような単純なテー

マで交流し、段階を追って資料を読んでどう思ったかを交流するようにしてきた。意欲的に交流する

児童が多く、基本的な話型も定着している。また、国語科の学習や他教科においても各単元で交流す

る時間を設けてきた。感想交流、意見交流、討論と、いくつかのパターンを何度も繰り返してきてい

る。自分の考えを伝えることまではほとんどの児童ができる。さらに、話題を変えたり、友達の考え

につなげたり、質問しあったりできる児童も増えてきている。しかし、自分の考えを言うことで満足

してしまったり、一つの考えに意見が集中しすぎてテーマから離れてしまったりという課題も見みら

れる。 
 

 （３）抽出児童について 
  A 児 交流タイムや、国語の時間の交流では意欲的に発言する。様々な文章を比べながら共通点や

相違点について考えた上で自分の考えをもつことができる。ただ、その考えを上手く伝える

ことができないことがある。交流の場面では友達の発言につなげたり質問したりすることも

できる。 
  B 児 交流の時間では１回は発言しようという意欲は感じられる。また、友達の考えもしっ 

かりと聞き、自分なりに思ったことを素直に反応する。ただ、考えがずれていたらどうし 
ようという不安が大きく発言することに躊躇してしまうことがある。 

  C 児 文章を読み取る力が十分でないため、課題に対する自分の考えをもつことができない。 
そのため交流の時間もただ聞いているだけになってしまい、参加できずに終わってしまう 
ことが多い。個別に指導し、考えをもつところから支援する必要がある。 

 
 
 
７.テーマについて 
 （１）テーマのとらえ 
    高学年ブロックテーマ 自ら考え、伝え、学びあう子 
 高学年では，「友達の意見に関連付けながら話ができる子をめざしたい」「自分の考えをもち，伝え合

いを通してその考えを再構築できる子をめざしたい」という願いをもち，本テーマを設定した。 
具体的には，「A さんの言うことを聞いていて，自分の考えが変わってきた。」「B さんと自分の考えはこ

こまでは共通しているけど，ここからは違う。」「C さんの意見を聞いて，自分の考えが固まった。」とい

うように，友達から影響を受けながら共に学び合う姿をめざしている。自分とは違う他者の考えを聞く

ことを通して，自分の考えを確かめたり深めたり，また，考え直したりしていることを自覚できるよう
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にしていきたい。この力は日常生活や他教科，また人間関係を構築する際にも必要だと考えた。 
 
（２）テーマにせまる手立て 

 高学年のブロックテーマ「自ら考え、伝え、学びあう子」に迫るためには、お互いが関わり合うこと

が大切であると考えた。自分の考えをもった上でお互いが関わり合うためには、そのためだけに単発で

設定した単元や、授業形態だけの工夫では難しいと考え、「自分の考えをもつ」ことと「伝える」ことに

慣れるために以下のような学習活動に取り組んできた。 
 
 〈日常活動の取り組み〉 
Ⅰ.交流タイム 

ミニミニフリートーク 
ねらい 根拠を明確にし、自分の考えをもち、全体に伝えられるようにする。 

   ４月当初は「学校を欠席した理由がペットが死んでしまったというものだった。賛成か反対か」

「小学生に携帯電話は必要か」のように、それぞれが実体験や身近な生活の中から自分の考えを

もちやすいテーマを設定し、3 分間で自分の考えを書き全体で交流するという活動を行ってきた。

初めは全員が考えをもてること、全体に伝えられることを意識して活動に取り組んだ。 
 

資料を読んで交流 
ねらい 自分の考えや感じたことをわかりやすく表現し、交流からそれぞれの感じ方の違い

に気づく 
    ミニミニフリートークの発展として行っている。同じテーマに対して違う立場で書かれた文章

を読み、資料から自分の考えの根拠を見つけ交流するという活動。同じテーマであっても一人一

人の考えにズレが生じ、さらに根拠とする資料にも違いが出てくるのでそれぞれの感じ方が違う

ことを実感できる。 
 
Ⅱ.国語科の授業での交流活動 

ねらい 交流することに慣れる。友達の考えを知り、自分の考えを深める。 
どの単元においても、交流活動を必ず設定するようにした。以下にいくつかの例をあげる。 

   ・『ふるさと』→表現から感じられる情景について全体交流する。 
   ・『あめだま』→この作品のおもしろさはどこにあるかを全体交流する。 
   ・『なまえつけてよ』→対人物は誰かを全体交流する。作品から伝わるテーマを全体交流する。 

・『生き物は円柱形』→筆者の考えに対して自分の考えをもち、全体交流する。 
 

Ⅲ.全体交流のための話型の掲示 
  ねらい 自分たちで話し合いを進めることで、交流の良さを実感する。 
 4 月から何度も全体交流を行ってきている中で、子どもたちから出てきた言葉を拾い、教室に掲

示している。全体で共有することで話し合いがスムーズに進むようになってきている。 
 例「だいぶ意見が出たようなので、質問にうつってもいいですか」 
  「○○な意見が多いようですが、○○の立場の人たちの意見はどうですか」 
  「（質問に対して答えられない人がいたとき）○○さんの代わりに答えます。」 
  「質問に対して答えがないので納得しているということでいいですか」 
  「質問が出きったようなのですが、今出ている意見以外の考えの人はいますか」 
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  「○○さんの考えをきいて、私も～だと思いました。」 
など、感想交流の場面や、討論の場面など、それぞれの交流の目的によって使い分けられるよう

になってきている。 
 
 〈本単元での手立て〉 
 本単元では、様々な資料を読み、自分の考えをもったうえで交流し、さらに考えを深めていくために

次のような手立てを考えた。 
 Ⅰ．自己評価表 
  ねらい 単元の見通しをもつ。 
    ○学習内容を確認する。 → 自分の学習目標を設定する → 学習活動 → ふりかえり（自

己評価）をする という流れを毎時間行うことで、子どもたちが学習の見通しをもって取り

組むことができる。 
    ○学習のゴール地点が分かることで、子どもたちの学習意欲が高まる。 
  
 Ⅱ．資料の工夫 
  ねらい 様々な立場の考えにふれることで、自分の考えをもったり、広げたりしやすくする。 
    ○多文種 
     ・保護者など家族のアンケート（生の声） 
     ・新聞（記事）  
     ・インタビュー 
     ・インターネットからの資料 
     ・グラフ 
 
    ○提示の順番と内容 
      ①川崎駅周辺の現在とこれからの姿を知る資料 これからの開発予定を知る資料 
      ②再開発を進めるに至った経緯と保護者の考えを知る資料 
      ③これからの川崎の第三者的な評価と開発のメリットとデメリットがわかる資料 
      ④③で示した資料と関連する事柄の資料 
      ⑤川崎市の鉄道開発に対する住民の考えが分かる資料 
      ⑥開発に対して否定的な立場と、どの立場の根拠にもなり考えをゆさぶるための資料  
 
 Ⅲ．資料を読み取るための工夫 
  ねらい 資料から考えの根拠をもてるようにする。 
    〇分からない言葉を調べられるように、手元に辞書を置く。 
    ○考えの根拠となるところに線を引く。 
    ○線を引いたところをもとに、考えのメモを取る。 
    ○考えの根拠がどの資料のどの部分からか分かるように、付箋を貼っておく。 
     
 Ⅳ．交流を通して考えを深めるための工夫 
   ねらい  自分の考えを明らかにするとともに、友達の立場を知る。 
     ○１時間ごとに自分の考えをまとめ、立場を明らかにする。 

○ネームカードを活用し、互いの立場を可視化する。 
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○交流の前には全員の考えを一覧にして配布する。 
８、単元について 
 （１）単元設定の理由 
 子どもたちに「生きてはたらく言葉の力をつけたい」という思いから本単元を設定した。子どもたち

は教科書や本にふれることは多いが、新聞やアンケートの考察、またはパンフレットといった文章にふ

れることは少ない。しかし、日常の生活の中で必要になってくるのは、それらの文章を読み自分なりの

考えをきちんともっていくことである。また、社会に出てからは多くの資料を読んだ上で自分の考えを

問われる機会も多くなってくる。 
 本や文章を読んで考えたことを発表しあい、自分の考えを広げたり深めたりすること。C 読むこと（オ）

を扱う上で、子どもたちにとって身近であり考えにズレが生じ、話し合いたいという必要感が生まれる

テーマを選びたかった。これまで交流タイムで「昔と今」を比べるような資料（「コンビニの２４時間営

業は必要か」「携帯が普及する前と普及したあとの生活」「地域に残すなら大型スーパーか商店街か」な

ど）を読みどちらが良いかという交流を行ってきている。そこで今回の単元ではこれまでの交流タイム

とも関連させて、この数年で大きく変化している川崎駅前や大師線の開発について取り上げることとし

た。川崎の再開発というテーマは保護者など、家族の生の声も資料となる。２０１５年夏には、川崎競

馬場跡に大型商業施設が開業したり、今後数年の間に京急大師線が地下を走るようになったりするなど

話題性も大きい。大師線を使い川崎駅前に買い物に行ったり、習い事にいったりしている児童も多い。

子どもたちに身近な環境が大きく変わっていくということで自分事として課題に取り組めるとともに新

聞やインターネット、川崎市から出ている広報誌など様々な文体で書かれた資料を用いて生きてはたら

く読みの力を育むと考えた。単元設定の理由は上記のものだけでなく、自分たちが住む町がどのように

変わっていくのか、川崎市がどのような考え方で街づくりを進めているかを知ることで今後社会とつな

がりをもちながら生活していく機会が増える子どもたちにとっては大きな意味があると考えたからであ

る。 
 子どもたちに配布する様々な資料は、立場、考え方がそれぞれ異なり、比べながら読むことで考えが

ゆさぶられるものを選んだ。読み取ったことを中心に、自分の経験とつなげながら「自分なら～」とい

う強い思いをもって交流に参加できると考える。 
 （２）単元を通してつけたい力 
 ４月当初から研究テーマを意識し、他者と関わる活動を多く取り入れてきた。ただ、テーマにせまる

手立てで書いたように日常活動を中心に行ってきたため、指導や手だてが充分ではなかった。本単元で

は、４月から継続的に続けてきた活動を生かし、実生活に生きてはたらく言葉の力をつけたいと考えて

いる。昨年度から積み上げてきている交流タイムなどの活動を生かし「書く」「話す・聞く」「読む」の

力を総合的に用い、読みの交流を中心にそれぞれの力をより伸ばしたい。 
 本単元では、新聞記事やパンフレット、アンケートなど多くの資料を情報源にし、そこから多くの事

実や考え方を読み取り自分の考えをもつ。その考えを友だちと交流することで、広げたり、ゆさぶられ

たり、深めたりしていく。本単元を通して、他者と関わることの大切さや、他者と関わることで得られ

る喜びも感じ取ってほしい。 

開
発
を
進
め
る
べ
き 

今
の
川
崎
で
良
い 
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９.単元構成図 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

様々な資料を読み、交流して考えを深めよう 

        ～私たちの町川崎を考える～ 

日常活動（交流に関する部分） 
交流タイム 

 ○自分の考えをもちやすいテーマで交

流する。 

 ○資料を読んで自分の考えをもち交流

する。 

〈国語科の学習の中での読みの交流＞ 

「ふるさと」 
 作品から感じたことや、想像したことを全体で

交流する。 

「あめだま」 
 作品の面白さはどこにあるかを考え全体で交

流する。 

「なまえつけてよ」 
 中心人物と対人物はだれかを考え、叙述から根 

 拠を見つけ全体で交流する。 

 作品から伝わるメッセージは何かを全体で交

流する。 

「生き物は円柱形」 
 作者の考えに対して自分の考えををもち全体

で交流する。 

指導事項：イ 目的に応じて、本や文章を比べて読むなど効果的な読み方を工夫すること。 
オ 本や文章を読んで考えたことを発表し合い，自分の考えを広げたり深めたりすること。 

                                  
 

【研究テーマ】 
伝え合いを通して 考えを深める子を育てる 授業づくり 

～指導事項の明確化と言語活動の工夫を通して～ 
 
 

【高学年ブロックテーマ】 
 自ら考え，伝え，学びあう子 

日常活動（読むことに関する部分） 
○読書 

○いくつかの資料を比べながら読む 

 

〈５年生になってから「読む」学習の中

で中心にした指導事項〉 

「ふるさと」 

「あめだま」 
（エ）登場人物の相互関係や心情，場面について

の描写をとらえ，優れた叙述について自分の考

えをまとめることができる。 

「なまえつけてよ」 
（エ）登場人物の相互関係や心情，場面について

の描写をとらえ，優れた叙述について自分の考

えをまとめることができる。 

「生き物は円柱形」 
（ウ）目的に応じて文章の内容を的確に押さえて

要旨をとらえたり，事実と感想，意見などとの

関係を押さえ，自分の考えを明確にしながら読

んだりすること。 
（オ）本や文章を読んで考えたことを発表しあ

い，自分の考えを広げたり深めたりすること。 
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１０．学習指導計画 （９時間）〈本時９/９〉 
 

次 時 【】評価規準と

☆評価方法 
○学習活動と・予想される児童の反応 ・指導上の留意点 

一 
 
      
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

１ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
資料を比べ

ながら読んで、
自分の考えを
広げている。 
【読】 
☆資料に引か
れたライン。 
 どの資料の
どの部分を根
拠にしている
かを明らかに
したまとめの
文章。 
 
１～４の資

料を読んで文
や文章には、書
き手の伝えた
いことによっ
ていろいろな
構成や、色々な
表現の仕方が
されているこ
とを理解して
いる。 
【言】 
☆資料１～資
料４を読んで
いるときの 
「これとこれ
は同じことを
言っている」な
どのつぶやき。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

○自己評価表をもとに本単元の学習内容につ
いて見通しをもつ。 

○本時の目標をたてる。 
・自分の経験から川崎の変化について考えを
発表する。 

・資料を読んで自分の考えをしっかりともつ 
・今日の学習でこれからの川崎について知り、

次の交流に生かす。 
 
 
○川崎の開発について自分の知っていること
や、大師線に乗ったこと川崎駅で見たこと
などを思い出し、これからの川崎の開発に
ついて考えていることを発表する。 

・この間大師線に乗ったときに、大師線が地
下鉄になるって書いてあった。 

・港町の駅がきれいになってる。 
・最近大きなマンションがたくさんできてき
ている。 

・京急の川崎も何か大きな建物が建っている。 
・お母さんが川崎は最近すごく変わったって
言ってた。 

・競馬場の所にも大きな商業施設ができるら
しいよ。 

・JR の川崎駅も工事していたよ。 
 
○今後の川崎駅や大師駅周辺の開発について

書かれた資料を読み、今後の川崎の開発に
ついて自分の考えをもつ。 

資料１について 
・駅前の踏切がなくなるんだ。いつも車が並
んでいるし、危ないから良かった。 

・地下鉄になるってことは安全になるってこ
とだね。 

・渋滞もなくなるってことだ。 
・バリアフリーになって誰でも使いやすくな
るんだね。 

・新しい駅ができるんだ。 
・港町や鈴木町も場所が変わるみたい。 
・でもたくさんお金がかかりそうだね。 
資料２について 
・大師線のホームの上に建物ができるんだ。 
・商業施設が入るって書いてあるからまた川
崎に来る人が増えるかもしれないね。 

・ホテルも入るみたいだよ、羽田が近いから
かな。 

・京急の駅前にはダイスもあるのにまた商業
施設ができるんだ。 

・でもすごく便利になるね。大師線も便利に
なるし京急も便利になるから大師線で川崎
大師に来る人が増えるんじゃないかな。 

資料３について 
・川崎競馬場に商業施設ができるんだ。そう
いえば、ずっと工事しているよね。 

・でも入る店はドラッグストアと衣料品、ス
ーパーだからヨーカドーと変わらないんじ

・本単元の見通しをもち、目的意識
をもって学習に取り組めるように単
元のオリエンテーションを行う。 
・本時の学習内容に合った、具体的
な目標を立てるように声をかける。 
 
 
 
 
 
・児童の関心を引き出すために、生
活に近い題材を扱う。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
・今後の川崎の開発について考えが
もてるよう、資料１～資料４を配
布する。二次以降、自分の考えを
持つ際の根拠としても活用してい
く。 

 
（資料１.京浜急行大師線連続立体交

差の工事について 川崎市、京浜
急行電鉄株式会社 住民説明会資
料から引用） 

 
（資料２.京急川崎駅 「京急川崎駅

前ビル計画」） 
 
（資料３.A 朝日新聞 2013、4 月 4 日
朝刊 29 ページ「川崎競馬場跡に商
業施設」 

 B カナロコ神奈川新聞社「川崎競
馬場 3 号スタンドの跡地に商業施
設建設へ、来場者増を期待」） 

 
（資料４.A 朝日新聞 2012、11 月 20
日朝刊 29 ページ「川崎駅北口通路
工事委託 93.5 億円」 

 B 川崎市 川崎駅北口自由通路等
整備事業） 

 
・最初に資料を教師が範読する。 
 
・わからない言葉を調べるために辞

今後の川崎の開発に関して知り、自分の考えをもとう 
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２ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
資料を読ん

ゃない。 
・私たちの住んでいるところにも人が多くな
るのかな。 

・でもヨーカドーぐらいなら遠くから来る人
はあまりいないのかもね。 

・でもまた渋滞が増えるんじゃない。 
資料４について 
・北口をつくるのに 93.5 億円もかかるんだっ

て。 
・京急川崎と近くなるんだ。すごく便利にな
るね。 

・でも「少し」近くなるって書いてあるよ。
93.5 億もかけて「少し」しか近くならない
んだ。 

・改札って９機しか増えないんだ。 
・駅の中にもまた商業施設だって。川崎は商
業施設だらけだね。 

・川崎駅がきれいになって便利になるのはう
れしいよね。 

・やっぱり利用者が増えていくね。 
資料１～４について 
・どれも今の暮らしよりも便利になるってこ
とがわかる。やっぱり開発って大事。 

・大師線が地下になることで安全な街に暮ら
せるし、商業施設ができることで便利にな
る。僕たちにとってもすごく良いことだと
思う。 

・どんどん便利になっていくのはいいことだ
と思うけど、別に今の暮らしが不便だとは
思わないな。 

・川崎に人がどんどん来るっていうのは、い
いことなのかな。良くないこともありそう
だな。 

・全部含めたらどれくらいお金がかかるんだ
ろう。そんなにいいことなのかな。 

・交流タイムでも話したけど、良いこともあ
るけどその裏にはなにか良くないこともあ
るような気がするな。 

 
○本時の振り返りをし、今の自分の立場を「今
の川崎で良い」「今後も開発を進めていくべ
きだ」のどちらかに表わす。 

・資料から考えたことを次の交流に生かす。 
・資料１～４を比べてわかったことがあった。 
・資料１～４には共通する部分があるのがわ
かった。 

 
 
 
 
 
 
○自己評価表をもとに本時の学習内容を知り
本時の目標をたてる。 

・考えたことを根拠を示してわかりやすく説
明する。 

・友達の考えをしっかりと聞いて考えを広げ
る。 

 
 
 
○資料 から考えたことをもとに交流する。 

書を用意しておく。 
 
・読み進められない児童に対しては、

個別に指導する。 
 
・自分の考えの根拠となる所や、影
響を受けた部分に赤マーカー、納
得できない、疑問に思う所に黄マ
ーカーで線を引く。（赤と黄色がな
い場合は各自で色を設定する） 

 
・これまで交流タイムで行ってきた
形で自分の考えをまとめる。 

 自分の考えの根拠となりそうなも
のは赤い紙に、反論されそう、立
場はちがうけど一部賛成できると
ころもあるというものは黄色い紙
に書く。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
・本時の学習内容に合った、具体的
な目標を立てるように声をかける。 
 
 
 
 
 

今後の川崎の開発について考えたことを交流しよう。 

本時の目標 
 根拠を明らかにしながら資料をもとに考えたことを友達と交流し、自分の考えを広げることがで

きる。 
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で、川崎駅の再
開発について
考えたこと感
じたことを発
表しあい、質問
や意見交流を
通して自分の
考えを広げて
いる。【読】 

 
☆資料に引か
れたライン。 
どの資料の

どの部分を根
拠にしている
かを明らかに
した発言。 

交流後の振
り返り。 

・私は、川崎の開発を今後も進めていくべき
だと思います。すべての資料から言えるこ
となのですがどれも暮らしが良くなったり
便利になったりするので開発は進めていっ
たほうが良いと思います。 

・私も、開発を進めていくべきという立場で
す。私はよく自転車で買い物にいったりす
るのですが、大師線の踏切が危ないなと感
じます。資料１にあるように踏切がなくな
れば踏切事故のない安心な街になると思う
からです。 

・私は、川崎は今のままで良いと思います。
なぜなら今私は不便だと思うことはない
し、今のままでも十分便利だからです。資
料２～４ではどれも商業施設ができると書
いてあります。商業施設ばかりできても仕
方ないと思うからです。 

・私も、今の川崎で良いという立場です。資
料４には北口通路建設は 93.5 億円かかる
とかいてありました。でも京急川崎は少し
しか近くなりません。そんなにお金をかけ
るべきではないと思います。 

・私も今のままで良いと思います。すべての
資料から便利になることはわかりました。
ただ、交流タイムのコンビニの資料にある
ように便利になればなるほど環境にはよく
ないということもあります。また、その資
料には多くの人が環境に配慮すべきと言っ
ていました。私もそう思うからです。 

・今のままで良いという人に質問ですが、で
は商業施設ができても使いませんか？使う
ならば、やっぱりあったらあったで便利に
なって良いことがたくさんあるのだと思い
ます。 

・でも大師線が地下になったり、競馬場の跡
地に商業施設ができたら工事なども増えて
危険なことがおおくなるように思います。
実際メルシャンの跡地にマンションが建つ
ことで工事車両が多くて怖いと思ったこと
があります。 

・開発すべきという人に質問です。今の暮ら
しの中で不便だと感じていることはありま
すか？あるとしたら、それは資料にあるよ
うな開発で解決されるのですか？ 

・私の親は車をよく使うのですが、ラゾーナ
の渋滞でいつも困っています。踏切がなく
なることで渋滞がなくなるのであれば解決
されると思います。 

 
○本時の活動を振り返る。 
・開発を進めていくという立場の人の考えを
聞いてメリットのほうが多いと感じた。で
もデメリットはどんなものがあるのか気に
なる。 

・今でも不便ではない。という考えを聞いて 
 確かにそうだなと思った。なんでこんなに
開発を進めているのだろう。 

・川崎に昔から住んでいる人や、川崎駅周辺
にう住んでいる人たちはどう思っているの
かが知りたくなった。 

・もう少し開発することで良くなることや、
良くないことなどについてわかる資料が読

 
 
・交流の際には、討論のように賛成、

反対ではなく、それぞれの考えを
受け止めながら聞くように声かけ
をする。 

・交流を通して自分の考えが変わっ 
たときには随時ホワイトボードの 
立場を張り替える。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
・次時の資料へとつながる振り返り 

を意図的に取り上げる。 

本時の視点 
 本時の交流は単元のはじめの

交流であり、資料も川崎の開発

について事実が述べられたもの

しか読んでいない。本時では、

自分の経験や資料に書いてある

ことをつなげながら考えを発表

し合い、考えを広げていきたい。 
 資料を根拠にして発言してい

るか、交流を通して考えを広げ

ているかを見ていただきたい。 

本時で期待される抽出児の姿 
A 自分の考えを友達の考えと

比べながら聞き、質問をしたり

交流全体の流れをつくったりし

てほしい。 
B 読みが浅い部分があるの

で、交流を通して、考えをひろ

げてほしい。また、素直に思っ

たことを反応することができる

ので、「確かに」「そういうこと

か」などの反応で同じ立場の人

の考えにも影響を与えてほし

い。 
C 資料の読み取りの部分では

なかなか考えを持つことができ

ないので交流で自分の考えをも

てるようにしてほしい。 
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みたい。 
 

二  
３ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
資料を比べ

ながら読んで、
自分の考えを
広げている。 
【読】 
☆資料に引か
れたライン。 
 どの資料の
どの部分を根
拠にしている
かを明らかに
したまとめの
文章。 
 自分の立場
を明らかにし
た表の動き。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

○自己評価表をもとに、本時の学習内容を知
り本時の目標をたてる。 
・資料をきちんと読み取って川崎のことにつ
いて考えを広げる。 

・資料を比べながら読んで、共通点や相違点
を見つける。 

・読み取ったことを自分の考えに生かす。 
 
 
 
○再開発の意味や川崎が開発を進めるに至っ
た経緯ついての資料を読み、最初の自分の
立場を表に表わす。 

 
○それぞれの立場について書かれた資料を読

み、自分の考えを広げたり深めたりする。
その考えをまとめる。 

資料 ５について 
・川崎の開発が始まったのは、工場があった
場所がなくなったからなんだ。 

・川崎の開発はやっぱり川崎市民のためなん
だね。 

・ラゾーナは、市と土地の権利を持っている
人との話し合いで決まったんだ。 

・ 
資料 ６について 
・賛成派の人たちの考えには、どれも町が活
性化していくと書かれている。 

・反対派の考えの人たちが、今でも商業施設
はたくさんあると書いている。私もその通
りだと思う。なぜなら、川崎駅にはラゾー
ナや、ダイス、アトレと大きな商業施設が
たくさんある。今でも十分便利。 

・賛成している人の中にもデメリットをあげ
ている人が多い。でもそれ以上に川崎の収
入が増えるってことはいいことなのかな。 

・この間の交流タイムでもやったけど、開発
が進むと商店街がすたれていくっていうの
も事実だよね。昔は商店街が活気づいてい
たと書いてある。 

・人がたくさん増えたことで変わってきてし
まったこともあるんだね。 

 
○本時の学習を振り返り、表に自分の立場を
張り替える。 

・私はやっぱり開発に賛成という立場です。
なぜなら資料６のアンケートから保護者の
方たちはほとんどが賛成をしている。つま
り住民は賛成している人が多いというこ
と。川崎に住んでいる人が喜ぶなら開発を
進めるべきだと思う。 

・私は開発に反対だったけど賛成の考えに移 
りました。なぜなら、資料５に開発を始め 
るまでの経緯が書いてあって、川崎市民の 
ために開発しているということを知ったか 
ら。資料６にもあったけどデメリットはみ 
んなでどうにかしていくしかないと思う。 

・私は今のままの川崎で良いと思います。開
発は川崎市民のためとあったけど、全ての
人が賛成しているわけではない。しかも、

・本時の学習内容に合った、具体的
な目標を立てるように声をかける。 
 
 
 
 
 
 
 
 
・再開発の意味や川崎が開発を進め
るに至った経緯を知るために資料
５，６を配布する。 

・最初に資料を教師が範読する。 
・わからない言葉を調べるために辞
書を用意しておく。 

・読み進められない児童に対しては、
個別に指導する。 

 
 
（資料５ 川崎市町づくり局市街地

整備推進課 金高さんインタビュ
ーより） 

（資料６ 保護者アンケート） 
 
・自分の考えの根拠となる所や、影
響を受けた部分に赤マーカー、納
得できない、疑問に思う所に黄マ
ーカーで線を引く。 

・これまで交流タイムで行ってきた
形で自分の考えをまとめる。 

 自分の考えの根拠となりそうなも
のは赤い紙に、反論されそう、立
場はちがうけど一部賛成できると
ころもあるというものは黄色い紙
に書く。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

川崎の再開発の経緯や現状を知り、様々な資料から自分の考えをもとう 
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資料を比べ

ながら読んで、
自分の考えを
広げている。 
【読】 
☆資料に引か
れたライン。 
 どの資料の
どの部分を根
拠にしている
かを明らかに
したまとめの
文章。 
 自分の立場
を明らかにし
た表の動き。 

商店街がすたれていったり、お年寄りが便
利だと思えない開 発は進めるべきではな
いと思う。 

・私は賛成の立場だったけど、このままで良
いかもしれないという考えに少し動いた。
前回の交流では出ていなかったデメリット
が多く知れた。資料５にも住民の人の反対
の考えが書かれている。 

・川崎市民は開発に賛成している人が多いみ
たいだけど、川崎市に住んでいない人にと
っては川崎ってどうなんだろう。 

・資料６に土日は渋滞が多くて駅に行きたく
ないって書いてあったけど、うちのお父さ
んも同じことを言っていた。あれはラゾー
ナとかのせいなのかな。 

・資料６の中で出ているデメリットって本当
にあるのかな。 

 
 
○自己評価表をもとに、本時の学習内容を知
り本時の目標をたてる。 
・前回の読みとりで疑問に思ったことや、も
っと知りたいと思ったことがあるので今日
の資料で確認する。 

・今の自分の考えをもっと強くするようなと
ころを資料から探す。 

・違う立場の考えに対して反論できるように
そこの部分の根拠も考えられるようにす
る。 

 
○それぞれの立場について書かれた資料を読
み、自分の考えを広げたり深めたりする。
その考えを２００字程度でまとめる。 

資料 ７について 
・川崎の人気は上がってきているんだ。これ
はやっぱり開発のおかげなのかな。 

・川崎は人気の街になっているけど、川崎市
民がどう思っているかが大切で、人気にな
ってもしょうがないのでは。 

・前の時間の資料６にもあったけど、人が増
えると川崎の収入が増える。ということは
人気の街になれば川崎が豊かになるという
こと。 

・資料５にあったけど、市民のための開発な
のに人が増えすぎるのはどうなんだろう。
デメリットもでてくると思うな。 

資料 ８について 
・やっぱり川崎市民の多くが川崎が良くなっ
たと感じている。資料６の保護者アンケー
トとつながる部分がある。 

・開発を進めることで２００億円のメリット
があると書いてある。ということは、資料
６にあった学校や保育園の問題も解決でき
るのではないかな。 

・訪問が増えたといい割合は５４パーセント。
ということは、あまり変わっていないひと
も４６パーセントいる。半分近くは増えて
いない。 

・最初の交流で出ていた環境問題や渋滞に関
してはやっぱり否定的な意見が多い。 

資料 ９について 
・大型商業施設とタワーマンションて西口と

 
 
 
 
 
 
 
 
・次時の資料へとつながる振り返り 
を意図的に取り上げる。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
・それぞれの考えがズレてくるよう
に、それぞれの立場を肯定的にか
かれた資料とメリットとデメリッ
トがしめされた資料を配布する。 

 
 
（資料７ 朝日新聞 2014 年 9 月 4

日朝刊 28 ページ「人気の街川崎 5
位」） 

（資料８ 日本経済新聞地方経済面 
 2013 年 7 月 11 日「川崎駅前『良

くなった 8 割』」） 
（資料９ 「大型商業施設とタワー
マンションの組み合わせメリット
デメリット」） 

（資料１０ 各都市統計表 地域社
会の現状と課題） 

 
・自分の考えの根拠となる所や、影
響を受けた部分に赤マーカー、納
得できない、疑問に思う所に黄マ
ーカーで線を引く。 

・これまで交流タイムで行ってきた
形で自分の考えをまとめる。 

 自分の考えの根拠となりそうなも
のは赤い紙に、反論されそう、立
場はちがうけど一部賛成できると
ころもあるというものは黄色い紙
に書く。 

・最初に資料を教師が範読する。 
・わからない言葉を調べるために辞
書を用意しておく。 
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同じ感じだね。確かにラゾーナ渋滞すごい。 
 資料６にもそのことについて言っている意
見があったな。 

・「騒がしく危険な場所に」とある。もともと
川崎に住んでいた住民にとっては迷惑。 

 でもマンションに住んでいる人も川崎市民
になるしどうなんだろう。 

・近くに大きなマンションがあればたくさん
人が住むということ。ということは、車を
使って遠くから来る人は多少減る。資料８
の環境問題については多少解決されるか
な。 

資料 １０について 
・確か交流タイムで「商店街か大型スーパー
か」をやったとき１９９０年ころから商店
街がすたれ始めたって書いてあった。資料
５にも川崎の開発が始まったのは１９９０
年ころって書いてあった。犯罪も１９９０
年から増えている。これは関係あるのでは
ないかな。 

・交通事故も犯罪も１９９０年頃急に増え始
めているやっぱり開発が始まると人口が増
え犯罪や交通事故も増えていくんだ。 

 
○本時の学習を振り返り、表に自分の立場を
張り替える。 
・今までの考えの根拠となるようなことがた
くさん出てきた。やっぱりと思うことがあ
った。やはり開発は進めるべきだ。確かに
デメリットもたくさんあるけど、お金がな
ければ何も解決できない。２００億のメリ
ットは大きいと思う。 

・私は賛成の立場から、現状でいいという立
場に変わった。お金があるといいのは確か
だけど、お金では解決できないデメリット
がたくさんあった。資料８、資料９、資料
１０の三つにはデメリットもあって、川崎
市民のためのと考えるとやっぱりそのデメ
リットは大きい。 

・私はやっぱり今の川崎のままでいいと思う。 
 今でも十分便利だしたくさん人も来てい
る。資料１０の犯罪件数が増えてきている
のを見るとこれ以上開発を進めれば事故も
犯罪も増え続けるのが目に見えている。 

・私は開発をしたほうが良いかもしれないと
いう考えに傾いてきた。私は最初の交流で
環境問題が１番のデメリットだと思ってい
たけど、資料９をみると多少なりとも改善
できることがわかる。今のままでは何も変
わらないから開発はしてもいいのかもしれ
ない。 

・駅前や商業施設については良くわかったけ
ど、大視線についての考えがあまりない。
他の資料も見たい。 

・資料７に人気の町５位とあったけど、今の
川崎の人口ってどれくらいあって、どのく
らい増えてきているのかな。本当に人口が
増えているから犯罪や交通事故も増えてい
るのかな。 

・ここまでの資料で自分の考えをもつことは
できたけど、一度友達の考えも聞いてみた
いな。 

・読み進められない児童に対しては、
個別に指導する。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
・自分の考えが早く書き終わった児
童は周りの人と自分の考えについ
て交流する。 

 
・自分がどの立場の考えなのかがわ
かるように表を用意し、本時が終
わった時点での自分の立場を明ら
かにしておく。また、自分の考え
の根拠がどの資料のどの部分から
なのかがわかるように付箋をはっ
ておく。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
・次時の資料へとつながる振り返り 
を意図的に取り上げる。 
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 ５  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
資料を読ん

で、川崎駅の再
開発について
考えたこと感
じたことを発
表しあい、質問
や意見交流を
通して自分の
考えを広げて
いる。【読】 

 
☆資料に引か
れたライン。 
どの資料の

どの部分を根
拠にしている
かを明らかに
した発言。 
交流後の振り
返り。 

○自己評価表をもとに、本時の学習内容を知
り本時の目標をたてる。 
・今まで読んでき資料から考えたことを１度
整理する。 

・友達の考えを聞いて新しい情報を取り入れ 
る。 

・友達の根拠を自分の考えに取り入れる。 
 
 
 
○資料から考えたことをもとにグループで交
流する。 

・資料８は川崎駅が良くなったということが 
書かれているけど、最後のほうには課題も 
書いてあるよ。 

・確かに。一概に良くなったとは言えないか 
もしれない。資料６の保護者アンケートに 
も同じようなことが書いてあった。 

・資料９は、川崎西口の状況と同じだよね。 
 しかも資料５にはミューザの裏にまた商業 
施設ができるって書いてあった。そうする 
とメリットよりデメリットのほうが大きく 
なりそうだね。 

・開発することで川崎が人気になってきたの 
 が資料７からわかる。でも、これは市民以 
外の意見でしょ。開発は市民のためって資 
料５にあったよ。住民の考えのほうが大切 
なんじゃないの。 

・資料１０の川崎の犯罪件数と交通事故の数 
って両方とも１９９０年あたりから急に増 
えだしたよね。これは何か意味があるのか 
な。 

・確か資料５に１９９８年から西口の開発が 
 始まったって書いてあったよ。開発を進め 
 ることでやっぱり犯罪や交通事故は増える 
 んだよ。 
 
○本時の学習を振り返り、表に自分の立場を
張り替える。 

・今までよく意味がわからないでいたことが 
交流することでよくわかった。自分の考え 
の新たな根拠になった。 

・友達の考えを聞いて自分の考えを持つこと 
ができた。次の時間の資料にもつなげてい 
きたい。 

・今まで資料を読んできて自分の考えをもっ 
 ていたけど、交流をして反論されたときに 
 何も答えられなかった。どう反論されるか 
 も考えていきたい。 
・今までの資料の読み取りが友達に話すこと 
 で整理できた。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
・この時間の交流は、これまでの自
分の考えを一度整理すること、資
料から読み取った情報を共有する
ことをねらいとする。同時に、考
えがもてずにいる児童はこの交流
で考えをもてるようにする。 

・全員の考えを把握し、こちらが意 
図的にグループを編成する。 

 ６  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

○自己評価表をもとに、本時の学習内容を知
り本時の目標をたてる。 
・新しい資料から自分の考えをさらに広げる。 
・大師線の地下化についても自分の考えをも
つ。 

・これまでの考えをさらに強くするための根
拠を文章中からぬきだす。 

 
 
 
 

・本時の学習内容に合った、具体的
な目標を立てるように声をかける。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

これまでの自分の考えをグループ交流でさらに広げ、深めよう。 

さらに資料を読み、自分の考えを広げ、深めよう。 
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資料を比べ
ながら読んで、
自分の考えを
広げている。 
【読】 
☆資料に引か
れたライン。 
 どの資料の
どの部分を根
拠にしている
かを明らかに
したまとめの
文章。 
 自分の立場
を明らかにし
た表の動き。 

○続けて資料を読み、考えを広げる。その考
えをまとめる。 

資料１１について 
・川崎市営地下鉄の案もあったけど結局だめ   
 になってしまっている。もしかしたら大師 
 線も予定が変わる可能性があるってことか 
 な。 
・予定していてもできなくなることもあるん 
だね。 

・田園都市線沿線のひとが川崎方面へアクセ 
スを望んでいたのかとある。資料５にあっ 
たように住民の意見というより市の考えで 
やっているのかもしれない。 

資料１２について 
・新駅ができてもあまり利用しないという考
えが書かれている。資料１に大師線も新し
い駅ができると書いてあった。新しい駅が
できても利用する人がいないなら莫大な費
用をかけてつくる意味はない。 

・市の費用負担が心配と書かれている。これ
までの資料からもそうとうお金がかかって
いることが分かる。本当に市民のためにな
っているのかな。 

・川崎区の中だけみてもやっぱりかなり人口
が増えてきているということがわかる。だ
からこそ新しい駅をつくる必要があるんで
はないかな。 

・交通網を整備するのは渋滞を減らすため。
渋滞が減るということは環境にも良いこと
だし、商業施設を利用する人も楽になる。 

資料１３について 
・鉄道網の発達に加え、駅周辺の開発が評価
されて人口が増えているとある。やっぱり
大師線の地下化を進めることでこれからも
人が増えるということ、これは川崎の開発
は良いことと言える。 

・資料８で川崎駅前良くなったと川崎市民の
８割の人たちが言っている。今回の資料で
は今川崎に住んでいない人たちも川崎に魅
力を感じているということが分かる。市民
も市外の人たちも川崎を住みやすい町と思
っているのは開発があったからこそ。今後
も開発を進めていけばきっともっと良い町
になる。 

・資料１０にあったように開発が進みだして
人が増えたから犯罪が増えた。これ以上開
発が進みすぎたらきっと川崎の犯罪はきっ
ともっと増えていく。これでは確かに住み
やすいのかもしれないけど安心して住む事
が出来なくなる。 

 
○本時の学習を振り返り、表に自分の立場を
張り替える。 

・開発を進めるという立場は今回も変わらな
かった。資料１１や１２は鉄道の開発に対
して否定的な考えだったけど、資料１３で
はそのおかげで人口が増え評価されている
と書かれている。意見としては否定的なも
のもあるけど、川崎市が評価されて人口が
増えているのは事実。やっぱり開発を進め
ていくべきだと思う。 

・現状で良いのではという考えに少し寄って

・それぞれの立場について根拠をも
てるような資料を配布する。また、
どの立場で書かれているのか、違
う立場として読んだ時にどういう
ことがいえるかなども意識して読
めるようにする。 

 
（資料１１ 朝日新聞 2013 年 4 月

20 日 「川崎駅前に念願の信号駅
ビルとルフロンの間の市道」） 

（資料１２ 朝日新聞 2015 年 4月 6
日朝刊 27 ページ「新しい駅利用す
る？」） 

（資料１３ 毎日新聞 2015 年 4 月
18 日地方版 25 ページ「川崎市：
人口 146 万 6444 人 政令市で 7
位 増加率は 1 位、暮らしやすさ
が評価」） 

・最初に資料を教師が範読する。 
・わからない言葉を調べるために辞
書を用意しておく。 

・読み進められない児童に対しては、
個別に指導する。 

・自分の考えの根拠となる所や、影
響を受けた部分に赤マーカー、納
得できない、疑問に思う所に黄マ
ーカーで線を引く。 

・これまで交流タイムで行ってきた
形で自分の考えをまとめる。 

 自分の考えの根拠となりそうなも
のは赤い紙に、反論されそう、立
場はちがうけど一部賛成できると
ころもあるというものは黄色い紙
に書く。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
・今までの資料や、自分の考えをふ
まえて今日の資料を読んでの自分
の考えを整理するよう伝える。 

・本時が終わった時点での自分の立
場を明らかにしておく。また、自
分の考えの根拠がどの資料のどの
部分からなのかがわかるように付
箋をはっておく。 
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きた。確かに便利になるのかもしれないけ
ど本当にそれを望んでいる人たちがたくさ
んいるのかどうかはわからないということ
が、資料１１や１２からわかった。資料５
で市民のための開発と言っているのにそれ
では本当に市民のための開発かどうかわか
らなくなってしまう。 

・やっぱり現状のままでいいと思う。エスパ
の近くにも駅ができるなんて今回初めて知
った。でも川崎駅につながっていないなら
利用する人は少ないだろうし、大師線も宮
前に駅ができるってあったけど川崎駅まで
すぐ近くなのにあえて新しい駅をつくるの
はお金の無駄だと思う。 

・今後の川崎に開発は必要ないと思っていた
けど、これまでの資料を読み返すと川崎の
開発を評価している意見は多いし、今年の
４月の時点で人口が増えてきていて２０３
０年には１５２万になると書いてある。今
後の開発があるからこそ川崎の人口が増え
ていくということだから開発を進めていく
ほうが良いと思う。 

・資料１２にあったけど、新しい駅をつくる
っていうのは何らかのメリットがあるとい
うこと、大師線も宮前に新しい駅ができる
ということはなにかあるはず。東口につい
てはあまり開発されていないけど、東口は
どうなのだろう。 

・川崎駅周辺や川崎区についてはわかってき
たけど、市民のための開発なら川崎市全体
に関わってくるはず。川崎市全体ではどう
なっているんだろう。 

 ７  
 
 
 
 
 
 
 
資料を比べ

ながら読んで、
自分の考えを
広げている。 
【読】 
☆資料に引か
れたライン。 
 どの資料の
どの部分を根
拠にしている
かを明らかに
したまとめの
文章。 
 自分の立場
を明らかにし
た表の動き。 

○自己評価表をもとに、本時の学習内容を知
り本時の目標をたてる。 
・次の時間は交流なので自分の考えを今回で 
 さらに深める。 
・自分の考えをまとめて次の時間に違う立場 
の人たちにしっかり伝えられえるようにす  
る。 
 

○続けて資料を読み、考えを広げる。その考
えをまとめる。 

資料１４について 
・さいか屋は今までずっと川崎にあったのに 

ラゾーナができてから客を取られてしまっ  
たんだ。交流タイムでやった大型スーパー 
と商店街の話に似ている。 

・開発を進めることで今まであったものがな 
 くなっていくという可能性があるんだ。 
・資料５にもあったけど、やっぱり年配の人 
たちは昔からあるものを大切にしたいと思 
っているということがわかる。 

・市民のための開発なら若い人たちのためだ 
けでなくすべての年代の人たちにとって良  
い開発でなくてはいけないはず。 

資料１５について 
・道路優先の区画整理で商店街が消滅しそう 
とある。資料１４にもつながるけど、やっ 
ぱり大きな店がどんどんできていくと。昔 
からあるお店はやっていけなくなるのかも 
しれない。 

・交流タイムでやってきた資料とかさなる。 

・本時の学習内容に合った、具体的
な目標を立てるように声をかけ
る。 

 
 
 
 
 
 
・考えを揺さぶるために、あえて開
発に対して否定的な記事を配布す
る。また、どの立場でも根拠にな
るような記事を配布する。 

 
（資料１４ 朝日新聞 2014 年 4 月

11 日朝刊 27 ページ「さいか屋川
崎店来年 5 月に閉店」 ） 

（資料１５ 朝日新聞 2012 年 9月 5
日朝刊 29 ページ「川崎駅東口周辺
街づくり考える」） 

（資料１６ 川崎市都市計画公聴会
公述意見の要旨と市の考え方 
H24、4） 

（資料１７ 朝日新聞 2013 年 9 月
12 日朝刊 29 ページ 「２拠点急
成長 光と陰」） 

・最初に資料を教師が範読する。 
・わからない言葉を調べるために辞
書を用意しておく。 

・読み進められない児童に対しては、
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 大型スーパーと商店街の問題は川崎でもお 
 きているんだ。 
・川崎の商店街が抱える問題が次々と提起さ 
れたって書いてある。やっぱりこのまま開 
発が進めばどんどん商店街はなくなってい  
くのだろうな。 

資料１６について 
・ラゾーナの一人勝ちと書いてある。今の時
点でこれだけラゾーナに人が来ているなら 

 これ以上商業施設はいらない。この住民の
意見は資料９のデメリットを裏付けするも
のになる。 

・高いビルがたくさんできることでビル風が
起こるんだ。近隣の住民は迷惑しているん
だね。 

・確かに駅前はたくさん良いものができて賑
わっていても町が寂れていっては意味がな
い。大師線の地下化や開発によって歴史あ
る大師周辺の町並みもこわれていってしま
うかもしれない。 

・バスやタクシーの公共交通機関が込み合っ
てしまう。と書いている。だからこそ鉄道
の開発が必要になってくるんだよね。 

資料１７について 
・胸をはって川崎に住んでいる市民が増えた
と書いてある。今の時点でやっぱり十分な
のだと思う。 

・ラゾーナは大型商業施設で日本１の売上な
んだ。これ以上商業施設を増やしてどうす
るんだろう。やっぱり今のままでいい気が
するな。 

・川崎や武蔵小杉は栄えてきているけど、人
口が減って閑散としているところもあるん
だ。同じ川崎でも地域によって差が出てい
るんだ。 

・ミューザ川崎ができたことで川崎のイメー
ジは良くなったんだ。 

 
○本時の学習を振り返り、表に自分の立場を
張り替える。 

・やはり今回の資料を読んでも開発を進める 
べきではないという立場は変わらなかっ 
た。資料１７には「光と陰」とある。川崎
市民のための開発なのに「陰」ができてし
まっては本末転倒だと思う。 

・今後の川崎の開発はやっぱり進めていくべ 
きだと思う。デメリットが出てくるのは当  
然だと思うけど。これまでの資料からメリ 
ットがそれ以上に大きいことが分かる。 

・開発を進めるべきという立場から、やめた 
ほうがいいという立場に変わった。今まで 
川崎駅周辺のことしかみていなかったけど 
川崎市全体で考えたときには良くないとこ 
ろも出てきている。市民のための開発だか 
ら格差がうまれてはいけないと思う。 
 

個別に指導する。 
・自分の考えの根拠となる所や、影
響を受けた部分に赤マーカー、納
得できない、疑問に思う所に黄マ
ーカーで線を引く。 

・これまで交流タイムで行ってきた
形で自分の考えをまとめる。 

 自分の考えの根拠となりそうなも
のは赤い紙に、反論されそう、立
場はちがうけど一部賛成できると
ころもあるというものは黄色い紙
に書く。 

 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
・今までの資料や、自分の考えをふ
まえて今日の資料を読んでの自分
の考えを整理するよう伝える。 

・本時が終わった時点での自分の立
場を明らかにしておく。また、自分
の考えの根拠がどの資料のどの部分
からなのかがわかるように付箋をは
っておく。 
 
 
 
 
 
 
 

 ８  
 
 
 
 
 

○自己評価表をもとに、本時の学習内容を知
り本時の目標をたてる。 
・もう一度資料を読み直して自分の考えの根 
 拠となるところを確認する。 
・質問されるところもあるだろうから、答え 
られるように資料を確認する。 
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資料を比べ

ながら読んで、
自分の考えを
広げている。 
【読】 
☆共通点や相
違点を意識し
ながら並び変
えたこれまで
書きためてき
た自分の考え。 
 どの資料の
どの部分を根
拠にしている
かを明らかに
したまとめの
文章。 
 

・今までの交流で質問されたところや疑問に 
思ったところをもう一度確認する。 
 
 
 
 

○次回の交流に備えて、今までの資料を整理
し、自分の考えをもう１度確認する。 

・今までの資料を読み返していると、自分の
考えの根拠となる資料がたくさんある。 

・自分の考えの中で１番強い根拠になるのは
どれかを考えよう。 

・きっと、質問されるところがあると思うか
ら、その質問に対してもどうやって答えれ
ばいいかを考えておこう。 

・ふせんが貼ってあるところをもう一度確認
して自分の考えを深めよう。 

 
○本時の学習を振り返り、表に自分の立場を
張り替える。 

・これまでの資料をふりかえってもやっぱり
今後も開発を進めるべきだと思う。確かに
デメリットもあるとは思うけど、この何年
かで確実に川崎は良くなってきているし、
開発を進めることでさらに良くなることが
期待できる。 

・今の川崎のままで良いと思う。これまでに
十分開発されているし現状でもかなり評価
を受けている。これ以上商業施設を増やし
たり、新しい駅をつくったりする必要はな
いと思う。 

・まだ迷っている部分がある。今までの資料 
 で開発について考えてきたけど、メリット 
 やデメリットがあって、今の段階ではどち 
らのほうが良いと言い切れない。交流で自
分の考えを固めていきたい。 

 
 
 
 
 
 
・今までの資料や、考えの変化をふ

まえて自分の考えを整理するよう
伝える。 

・ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
・本時が終わった時点での自分の立
場を明らかにしておく。また、自
分の考えの根拠がどの資料のどの
部分からなのかがわかるように付
箋をはっておく。 

 ９ 
本 
時 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
今までの資

料を読んで、今
後の川崎につ
いて考えたこ
と感じたこと
を発表しあい、
質問や意見交
流を通して自

 
 
 
 
 
 
 
 
○自己評価表をもとに、本時の学習内容を知
り本時の目標をたてる。 
・みんなの考えから自分の考えを深め固める。 
・自分の考えの根拠をしっかりと伝える。 
・なるべく多くの人の考えを聞いて自分の考
えと比べる。 

 
 
 
 
○これまでに読みとってきたことをもとに今
後の川崎の開発について話し合う。 

・私は今の川崎のままで良いという立場です。
なぜなら今までの資料を見ていくとほとん
どの資料にもデメリットが書いてありま
す。でもメリットが書いていない資料はた
くさんあります。これは、開発していくこ
とで生じるデメリットのほうが大きいとい

 
 
 
 
 
 
 
 
・本時の学習内容に合った、具体的
な目標を立てるように声をかけ
る。 

 
 
 
 
 
 
 
・本単元のねらいをもう 1 度確認す
る。 

・あらかじめ全員の考えを把握して
おく。 

・交流の際には、討論のように賛成、
反対ではなく、それぞれの考えを
受け止めながら聞くように声かけ
をする。 

今後の川崎の開発について、今自分がもっている考えを話し合い、さらに考えを深め最終的な

考えを作り上げよう。 

本時の目標 
 本時までに資料から読み取ったことをもとに、根拠を明らかにしながら自分の考えを伝えることが

できる。また、それぞれ考えたことにどのような共通点、相違点があるのかを明らかにしながら自分

の考えを広げたり深めたりすることができる。 

これまでの資料を読み直し、自分の考えを整理しよう 
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分の考えを広
げ、深めてい
る。【読】 

 
☆資料に引か
れたライン。 
どの資料の

どの部分を根
拠にしている
かを明らかに
した発言。及び
友達の考えに
対する質問。 
本時の振り

返りの内容と 
自分の立場を
明らかにした
表の動き。 
 
様々な資料を
比べて読んだ
り、交流したり
することで
様々な違いや
共通性がある
ことに気づき、
進んで読もう
としたり交流
を通して考え
を深めようと
したりしてい
る。【関】 
 
☆自分の考え
を伝えようと
している姿。 

友達の考え
を資料を見た
り、メモをしな
がら聞こうと
している姿。 
交流を終え

ての振り返り
の記述。 

うことが言えるのだと思います。 
・私は今後開発を進めていくべきという立場
です。なぜなら、開発を進めてきたことで
今の住みよい川崎ができているからです。
資料５、６、８を見るとその開発について 

 肯定的に思っている人が多いし、川崎市民
が良いと思っているのだから開発は進めて 

 行くべきなんだと思う。 
・でも、開発を進めていくことで生じるデメ 
リットもたくさんある。確かに肯定的な考  
えの人がたくさんいるのはわかるのだけ 
ど、資料１６にあるように近隣の人たちは 
迷惑しているのも事実だし、交流タイムで 
もやったし、資料１４や１５にもあるよう 
に今まであったものがなくなっていくのも 
事実。得する人と損する人がいるような開 
発って本当にいいのかな。 

・デメリットもあるけど、開発をすすめるこ 
とで川崎の評価が上がっているのは確かだ 
しなによりも便利になるっていうのはうれ 
しいこと。商業施設が増えれば川崎の収入 
が増えて今起きている問題にもお金を使え 
るようになる。お金がなければ今ある問題 
を何も解決できないよ。 

・資料１３と資料７からは、川崎が人気にな 
ってきていることが分かる。でもこれは川 
崎市民の意見ではなくて川崎市外のひとの 
意見。資料５にあるように開発は川崎市民 
のためのものだから、川崎市民にとって良 
いかどうかが大切。そうすると犯罪が増え 
るとか、交通事故が増えるっていうデメリ 
ットは大きい。今の川崎でも十分便利なん 
だからこれ以上の開発は必要ない。 

・確かに資料１３と７は川崎市民以外の意見
だけど、人口が増えていっているのは事実。 

 デメリットもあるけど収入が増えれば問題
も解決できる。 

・でも資料６にあるように急激に人口が増え
すぎて学校や保育園が足りていないのも事
実だよ。 

・今の川崎でも十分便利だし、不便だと思う
ことはない。資料１にあるように渋滞を解
消するために大師線を地下化するのにさら
に商業施設をふやしたら結局また渋滞が起
こる。今の現状で止めておけばこれ以上の
渋滞やデメリットはでてこないのだからこ
のままで良いと思う。 

・これまでの資料や、自分で調べたことなの
だけど開発にかかる費用を全部足していく
とすごい金額になってしまう。確かに収入
は増えていくのかも知れないし評価もあが
るけど、お金を使う地域が集中しすぎてい
る。資料１７にあるように北部は閑散とし
ているとある。これ以上川崎駅周辺などに
お金をかけるとさらに地域によって格差が
広がっていくのではないかと思う。だから
現状でやめておいたほうが良い。 

・これからも開発を進めていくべきだという
立場だったけど、みんなの考えを聞いてい
て考えが変わった。これまではメリットば
かり見ていたけど、デメリットに注目する
とメリットよりも大きい気がする。メリッ

・自分の考えを伝えるときには根拠
を明らかにして話すように伝え
る。 

・基本的には自由発言で交流を進め    
ていくが、話題がそれたときや、
あらかじめ把握しておいた考えを
意図的に発表させたいときには教
師が交流をとめ、指名する。 

 
   
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

本時を見ていただく際の視点 
 
・読みの交流が主となる時間な

ので、自分の考えの根拠を明ら

かにして話しているか。 
・質問する場合も、資料の文章

を根拠にして質問を考えてい

るか。 
・友達の考えと自分の考えを比

べたり、友達の考えを自分の考

えのさらなる根拠にしたりし

ているか。 

本時で期待される抽出児の姿 
A  
B 
C 
 
     別紙参照 
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トを増やすよりも、デメリットを減らすほ
うが良いと思うようになった。 

・現状の川崎で良いと思っていたけど、今の
川崎があるのは開発を進めてきたからとい
うことがわかった。確かに今あるものがな
くなっていくこともあるかもしれないけ
ど、今よりさらに良くするためには仕方の
ないことのような気がする。川崎がどんど
ん便利になってたくさん人が来るようにな
れば資料１７にあったように川崎に住んで
いることを誇れるようになる。 

 
○本時の学習を振り返り、表に自分の立場を
張り替える。 

・今日の交流で同じ資料でも違う考え方をし 
 ている人の考えを聞いて自分の考えがさら 
 に深まって、市長への手紙に書くことが固 
まった。 

・交流を通して考えが変わることはなかった 
けど、みんなの考えを聞いてさらに自分の 
考えに自信がもてた。自分の考えの根拠も 
増えたので次の時間にしっかり手紙でにま 
とめていきたい・ 

・立場の違う人の考えにも「たしかに」と納 
得する部分がたくさんあった。その部分に 
ついてもしっかりと考えて手紙にまとめて 
いきたい。 

・今日の交流の中で、初めて気づくことがた 
くさんあった。今まで資料を読んできたけ 
ど、読み取り方によってどちらにもとれる 
ことがあるんだと思った。友達の考えから 
自分の考えがさらに広がって、固まってき 
たので次回の市長への手紙に生かしていき
たい。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
・本時が終わった時点での自分の立
場を明らかにしておく。交流を通し
て自分の考えがどうなったのかをか
けるように声かけをする。また、ワ
ークシートを工夫する。 

三 ８ 
・
９ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
文や文章に

は、書き手の伝
えたいことに
よっていろい
ろな構成や、
色々な表現の
仕方があるこ
とを理解して
いる。その上で
自分の伝えた
いことに合っ
た文種や構成
を選んでいる。 
【言】 
☆考えをまと
めた文章。 
 
様々な資料

を比べて読ん

○自己評価表をもとに、本時の学習内容を知
り本時の目標をたてる。 

・前回までに固めた自分の考えをわかりやす
くまとめる。 

・根拠を挙げながら自分の考えをまとめる。 
・構成を考えて自分の考えをまとめる。 
 
 
 
○これまでの資料を見直し、自分の考えを市
長に伝えるために手紙にまとめる。 

・私は川崎駅周辺の開発について今後も進め
ていってほしいと考えています。なぜなら
～ 

・私は川崎駅や大師線の開発はこれ以上進め
ていってほしくないと考えています。なぜ
なら～ 

 
○書いた作品を読みあい交流する。 
・○○さんの書き方は、メリットとデメリッ
トが比べられていてとてもわかりやすく書
かれていました。 

・私の書き方と比べると、同じ根拠なのにい
くつかの資料をあげて書いてあって説得力
がありました。 

・○○さんはメリットよりデメリットが大き
い理由を根拠も示しながら書かれていてと
てもわかりやすかった。 

・本時の学習内容に合った、具体的
な目標を立てるように声をかけ
る。 

 
 
 
 
 
 
・手紙の基本的な書き方を確認する。 
・文章の種類は、自分の考えが伝わ
りやすい書き方を選ぶように伝え
る。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

自分の考えをまとめ、市長への手紙を書く。 
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だり、交流した
りすることで
様々な違いや
共通性がある
ことに気づき 
進んで自分の
考えを書こう
としている。 
【読】 
☆単元の振り
返りの文章。 

・○○さんの文章を読んで、自分の文章に付
け加えたいところが出てきた。 

 
○単元の学習を振り返る。 
・今回の単元で、いくつかの文章を比べなが
ら読むことができるようになりました。違
うことが書いてあるように思っても、実は
つながっていたり、同じことを書いている
ようでも実は違うことを言っていたりする
ことがあるということを知ることができま
した。 

・この単元で自分の考えを伝え、友達の考え
と比べながら聞く力がつきました。交流を
して今まで気づかなかったことや、違うと
らえ方があることを知りました。 

 

 
 
 
・この単元でどんな力がついたのか
を問い、日常化につながるように
声をかける。 

事後 
 市長への手紙は、区担当の先生に送り教育長経由で市長へ渡していただきます。川崎市の財務調整課の

方からは手紙に対してお返事をいただけるということをうかがっているので、お返事をいただいたらまた

その内容を読んで交流できたらと思っています。学年で取り組んでいる研究なので、学年掲示板などに掲

示してクラスだけでなく学年全体でふせん等での交流もしていきたいです。 
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